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（表紙写真）

海峡の光
渡島医師会 水関 清

岬の根元にある駐車場から歩くこと半時間
で、突端にある灯台を望む小高い丘の上に着
く。はずむ息を整えながら、こんもりと繁る亜
熱帯の森の梢がとぎれる空間を目指す。
眼下には白亜の灯台、海峡の向こうの陸地、

その間の小島、そしてその間を泡立ちながら流
れる黒潮の分流。頭上には真夏の太陽。

古来この潮流は、海峡の向こうの陸地を目指
すものにとっては往来の難所であった。しか
し、この潮の流れのもたらす上質で美味な多種
類の魚介の存在に気付いた時、難所は豊穣の海
に変貌した。刻々と変わる潮流が、この海峡に
移ろう光を映す。

《
正
岡
子
規
（
３６
）
の
続
き
》
そ
の
２３２

子
規
と
漱
石
（
四
十
一
た
び
続
）

前
号
に
、
漱
石
が
松
山
に
赴
任
し
て
愚
陀
仏
庵
主
と
号

し
て
、
俳
句
稿
を
子
規
に
送
り
、
添
削
を
乞
う
た
と
記
し

た
。そ

の
後
、
更
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
号
は
熊
本
の
五

高
教
授
に
な
っ
て
か
ら
も
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
初
出
は
、
明
治
２８
年
９
月
２３
日
松
山
市
二
番
町
八

番
戸
上
野
方
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
家
の
孫
娘

で
、
当
時
１２
歳
だ
っ
た
よ
り
江
は
、
後
年
京
都
帝
国
大
学

福
岡
医
科
大
学
（
現
・
九
州
大
医
学
部
）
耳
鼻
咽
喉
科
学

教
授
と
な
っ
た
久
保
猪
之
吉
に
嫁
し
た
。
久
保
は
子
規
の

愛
弟
子
・
長
塚

節
の
主
治
医
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
よ
り
江
も
俳
人
。

愚
陀
仏
庵
の
平
面
図
は
、
当
時
１２
歳
だ
っ
た
よ
り
江
の

記
憶
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
間
取
り
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。漱

石
は
明
治
２８
年
４
月
、
愛
媛
県
尋
常
中
学
教
員
と
な

り
、
松
山
に
赴
任
し
、
最
初
は
旅
館
城
戸
屋
に
投
宿

（『
坊
ち
ゃ
ん
』
で
は
山
城
屋
の
名
で
登
場
す
る
）
し
、
６

月
下
旬
上
野
方
の
離
れ
座
敷
を
借
り
、（
愚
陀
仏
庵
と
名
づ

け
）
庵
主
と
称
し
た
。

松
山
滞
在
は
わ
ず
か
一
年
間
だ
っ
た
が
、
こ
の
間
に

『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
材
料
に
ぶ
つ
か
り
、
子
規
と
一
緒
に
暮

す
な
ど
記
念
す
べ
き
い
く
つ
も
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。

子
規
は
、
結
核
と
い
う
容
易
な
ら
ざ
る
持
病
を
抱
え
て

い
て
、
周
囲
の
人
々
の
強
い
制
止
の
声
を
振
り
切
っ
て
日

清
戦
争
に
従
軍
記
者
と
し
て
遼
東
半
島
に
渡
り
、
戦
地
の

不
衛
生
な
生
活
で
、
一
挙
に
病
状
を
悪
化
さ
せ
た
。
そ
し

て
県
立
神
戸
病
院
で
九
死
に
一
生
を
得
た
よ
う
な
入
院
生

活
を
送
り
、
更
に
須
磨
保
養
院
で
の
静
養
の
後
、
故
郷
松

山
に
帰
っ
て
き
た
の
は
８
月
２５
日
で
あ
っ
た
。

２７
日
に
は
漱
石
の
下
宿
し
て
い
た
上
野
家
に
移
っ
て
き

た
。上

野
で
は
、
子
規
の
肺
結
核
を
知
っ
て
同
居
を
危
ぶ
ん

だ
が
、
漱
石
は
親
友
の
子
規
の
こ
と
故
、
あ
ま
り
気
に
か

け
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

始
め
漱
石
は
、
離
れ
の
階
下
に
居
住
し
て
い
た
が
、
子

規
が
来
た
の
で
、
階
上
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
階
上
も
階

下
も
６
畳
と
４
畳
半
の
二
間
で
あ
っ
た
。

医
事
・
文
談

九
百
四
十
四

平
岸

三
八

松山市に復元された上野家の離れ。

（愚陀仏庵）の外観。

６畳と４畳半。階上に漱石、階下に子規が

住し、５０余日を過す。

（同上書より）

上野家階下平面図

後の久保より江（当時１２歳）の記憶による。

図の左部分が子規、漱石同居の離れ。

（新潮日本文学アルバム『夏目漱石』より）

北 海 道 医 報第１０２０号 平成１５年９月１日 （１９）


